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事　　項 時代背景歳西　暦和　暦

3月29日　廣池半六・りえの長男として出生。
母校永添小学校の助教となる。
形田小学校の教師となる。
樋田村に夜間学校を設立する。
『新編小学修身用書』発行。
角 春子（18歳）と結婚。
教員互助会の設立に尽力する。
『中津歴史』発行。
宮永村の大火で救援活動を行う。
歴史研究に志を立て、京都に出る。
『史学普及雑誌』創刊号発行。
『皇室野史』発行。
『平安通志』の編集を依頼される。
上京して『古事類苑』の編修員になる。
早稲田大学講師となる。
『東洋法制史序論』『支那文典』発行。
神宮皇学館教授となる。
  3月　東洋法制史研究のため中国旅行をする。
12月　『伊勢神宮』発行。
このころから労働問題の道徳的解決に尽力する。
大病にかかる。法学博士の学位を授与される。
『東洋法制史本論』『伊勢神宮と我国体』発行。
『日本憲法淵源論』発行。
このころから全国巡回して講演活動に入る。
静岡県の畑毛温泉で『道徳科学の論文』の執筆
に専念する。
8月17日　『道徳科学の論文』の謄写版完成。
『道徳科学の論文』の初版発行。
このころから「三方よし」の教えを説く。
「新科学モラロジー及び最高道徳の特質」をレコ
ードに録音。
大阪毎日新聞社主催で講演会を開催する。
鈴木貫太郎侍従長に平和のための進言をする。
現在の千葉県柏市に道徳科学専攻塾を設立する。
群馬県みなかみ町に谷川講堂を開設。
賀陽宮恒憲王にご進講を行う（計10回）。
畑毛温泉・富岳荘の開設。
6月4日　大穴温泉にて死去。

薩長同盟

内閣制度発足

大日本帝国憲法発布
第1回衆議院議員選挙

日清戦争勃発

日英同盟締結
日本海海戦

韓国併合
清国滅亡

関東大震災

初の普通選挙実施

5.15事件

日中戦争勃発

国家総動員法施行

廣 池 千 九 郎 略 年 譜

すみ
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事　　項 時代背景歳西　暦和　暦

3月29日　廣池半六・りえの長男として出生。
母校永添小学校の助教となる。
形田小学校の教師となる。
樋田村に夜間学校を設立する。
『新編小学修身用書』発行。
角 春子（18歳）と結婚。
教員互助会の設立に尽力する。
『中津歴史』発行。
宮永村の大火で救援活動を行う。
歴史研究に志を立て、京都に出る。
『史学普及雑誌』創刊号発行。
『皇室野史』発行。
『平安通志』の編集を依頼される。
上京して『古事類苑』の編修員になる。
早稲田大学講師となる。
『東洋法制史序論』『支那文典』発行。
神宮皇学館教授となる。
  3月　東洋法制史研究のため中国旅行をする。
12月　『伊勢神宮』発行。
このころから労働問題の道徳的解決に尽力する。
大病にかかる。法学博士の学位を授与される。
『東洋法制史本論』『伊勢神宮と我国体』発行。
『日本憲法淵源論』発行。
このころから全国巡回して講演活動に入る。
静岡県の畑毛温泉で『道徳科学の論文』の執筆
に専念する。
8月17日　『道徳科学の論文』の謄写版完成。
『道徳科学の論文』の初版発行。
このころから「三方よし」の教えを説く。
「新科学モラロジー及び最高道徳の特質」をレコ
ードに録音。
大阪毎日新聞社主催で講演会を開催する。
鈴木貫太郎侍従長に平和のための進言をする。
現在の千葉県柏市に道徳科学専攻塾を設立する。
群馬県みなかみ町に谷川講堂を開設。
賀陽宮恒憲王にご進講を行う（計10回）。
畑毛温泉・富岳荘の開設。
6月4日　大穴温泉にて死去。

薩長同盟

内閣制度発足

大日本帝国憲法発布
第1回衆議院議員選挙

日清戦争勃発

日英同盟締結
日本海海戦

韓国併合
清国滅亡

関東大震災

初の普通選挙実施

5.15事件

日中戦争勃発
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すみ
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H i r o i k e ,  C h i k u r o

教育愛に燃えた青年教師

廣池家
　明治維新の直前、慶応2年（1866）3月29日、廣

ひろ

池
いけ

千
ち

九
く

郎
ろう

は豊前国下毛
げ

郡
ぐん

鶴居村大字永添（現
在の大分県中津市永添）に半

はん

六
ろく

・り
え夫妻の長男として生まれました。
当時、廣池家は中程度の農家で、
農業のかたわら養蚕や和紙の原料
である三

みつ

椏
また

などを植えて生計を立
てていました。
　半六はたいへん信仰深く、教育
に理解がある父親でした。りえは、
親孝行で中津藩から表彰されたこ
ともある家の出身で、「孝は百行の
本
もと

なり」（親孝行はすべての行いの
基本である）という言葉を子供への
しつけの中心としていました。

少年時代
　廣池は、朝は馬

ま

草
ぐさ

を刈ってか
ら学校に行き、帰宅してからは
農業の手伝いをするなど、日々
親を助けました。学問にもたい
へん熱心で、馬を引く間も本を
離さず勉強したといいます。明
治8年、永添小学校に入学して漢
文を学び、卒業後、旧中津藩主
奥平昌邁や福

ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

らが設立し
た中津市学校に編入学しました。
　中津市学校を優等の成績で卒業した廣池は、14歳で母
校永添小学校の助教（代用教員）になります。

廣池が生まれ育った中津
　中津地方の北部は瀬戸内海の周

す

防
おう

灘
なだ

に面し、南部の山
間部は「耶

や

馬
ば

渓
けい

」とよばれる景勝地として有名です。気
候は温暖で、古くから農業が盛んな土地でした。
　天正15年に豊臣秀吉により黒

くろ

田
だ

孝
よし

高
たか

が領地を与えられ、
中津城を築城します。その後、細川氏、小笠原氏、奥平
氏の治世を経て、明治を迎えます。歴代藩主の中には学
問や文化の普及に熱心な人物も多く、中津の文化的な風
土を育みました。
　また中津は、蘭学者の前

まえ

野
の

良沢や文明開化の立役者で
ある福沢諭吉などの活躍に見られるように、進取の気象
に富んだ土地柄でもあります。

ぶ ぜんのくにしも

ひゃっこう

おくだいらまさゆき

りょうたく

初めての挫折
　明治16年7月、17歳の廣池は正教員になるために3年間
勤めた永添小学校を辞め、大分県師範学校の受験に挑み
ました。しかし算術の点数が足りずに不合格となります。
そこで漢学者小

お

川含章の私塾である麗
れい

澤
たく

館
かん

に入塾し、受
験勉強を続けました。

小川含章の教え
　小川は漢学だけでなく養蚕なども授業に取り入れ、実
学を尊ぶ教育を行いました。また明治に入り西洋化が進
むなか、国の歴史や伝統文化を学び、日本人としての自
覚を持つことの大切さを塾生に説きました。このことは
後に廣池が日本の国柄を研究す
る大きなきっかけとなります。

がわがんしょう

廣池の生家
廣池千九郎中津記念館の敷地内に保存されている。

母　りえ

父　半
はん

六
ろく

永添小学校跡（法華寺）
法
ほっ

華
け

寺
じ

を借りて教室とし、
古野静枝が教師を務めた。

来
らい

迎
こう

寺
じ

麗澤館は廣池が入塾した当時、大分市長池
の善巧寺

じ

にあり、後に東新町の来迎寺に移
った。塾生は数百人を数え、その多くは塾
内に住み込み、漢学を中心とした勉学に励
んだ。

ぜんぎょう

小
お

川含章（1812～1894）
日
ひ

出
じ

藩に生まれる。名は弘
こう

蔵
ぞう

、号を含章と称
す。帆

ほ

足
あし

万
ばん

里
り

に学び、生
いく

野
の

学問所（現在の兵庫
県生野）に司鐸（校長）として赴任。その後、杵

き

築
つき

藩や日出藩に出仕。明治維新後、大分に私
塾麗澤館を開いた。

がわがんしょう

し たく

少年時代の廣池千九郎

恩師との出会い
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教育愛に燃えた青年教師

応請試業に合格
　廣池は師範学校受験の失敗にもくじけることなく、志
を貫きました。明治18年、「応

おう

請
せい

試業」（学力認定試験によ
り卒業資格を得る
ことができる制度）
に挑戦します。そ
して試験に見事合
格し、19歳で念願
の訓導（正教員）と
なり、耶

や

馬
ば

渓
けい

の近
くにある形田小学
校へ赴任すること
になりました。

夜間学校の設立
　形田小学校では、家の手伝い
で通学できない農家の児童のた
めに、夜間学校を設立します。
授業の内容は役所の公示の読み
方、度

ど

量衡や貨幣の数え方など
日常生活に使える実用的なもの
でした。このような取り組みは
親たちからも歓迎され、夜間学
校は高い評価を得ました。

「仏坂の別れ」
　廣池は2年間勤
めた形田小学校か
ら転勤することに
なりました。別れ
の日、耶馬渓にあ
る仏坂で村人たち
が宴を開いてくれ
ました。宴が終わっても村人たちは名残を惜しみ、山向

こうの斧
おの

立
だて

神社までついてきます。そこでまた宴となり、
日が暮れてようやく別れを告げました。この情景は教育
者としての廣池に深い感動を与えました。

廣池の試み
　明治21年、中津高等小学校に転任した廣池は、児童の
職業訓練にも役立つ裁縫や手芸、図画、工作などを行う
手工科（現在の技術家庭科）を各学校に設置するために活
動しました。
　また校内に寄宿舎をつくり、自らも住み込んで児童の
世話をしました。朝夕無料で特別授業を行ったため、児
童は各クラスの首位を占めるようになり、寄宿舎に入る
児童が増えていきました。

大分県教員互助会の設立
　明治18年5月、廣池は大分県共立教育会に入会し、県全
体の教育改革にもたずさわります。当時の教員は待遇が悪
かったため志望者が少なく、離職者は多いという課題があ
りました。そこで廣池は教員互助会の設立を提言します。
　明治23年11月、大分県共立教育会の総会で設立の趣旨
が認められ、この時は互助会の組織そのものはできませ
んでしたが、廣池の提案は付帯事業として取り入れられ
ました。教員を対象とした互助活動としては全国で初め
てのものです。
　このように廣池は教師として単に授業や教務を行うだ
けではなく、大分県下のさまざまな教育の改善に尽力し
ました。

し ぎょう

くんどう

りょうこう

ほとけざか

うたげ

恩師の姿
　ある日、廣池が夜中に目を覚ますと、小川の部屋には
まだ明かりがついており、小川が机に向かって読書をし
ている姿が見えました。当時72歳の師から、廣池は終生
勉学に励むことの大切さに気づかされました。
　後に廣池は、著書『新編小学修身用書』（明治21年）にお
いてこのエピソードを取り上げ、「人は老いても勉むべし」
という教訓を記しています。

しゅうしん

教育愛に燃えた青年教師

「師範学校卒業証書」
明治18年（1885）、19歳

明治期の仏坂

廣池の教育改革

『新編小学修身用書』全3巻
明治21年（1888）、22歳
道徳教育の教材集。近代日本を担う人材に必要
な「学問と実業とを兼ね愛する念」を育てるこ
とを主眼とした。
歴史的人物だけでなく無名の一般人や身近な人
物の善行、創意工夫などのエピソードを集め、
児童に親しみと説得力のある内容となっている。

「大分県教員
互助会設立の
主意書」
明治22年（1989）、
23歳

旧樋
ひ

田
だ

村
廣池が夜間学校を開いた村。
現在の耶馬渓町樋田。
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H i r o i k e ,  C h i k u r o

歴史家として立つ

『中津歴史』の執筆
　廣池は教職のかたわら、中津の郷土史を書き上げるこ
とを決意します。当時、中津高等小学校の校内に移管さ
れていた旧藩校進脩館の蔵書を読みあさり、また旧家や
寺社に伝わる古文書や口碑、伝承なども東奔西走して調
査しました。
　そしてこれらの史料を近代の実
証的な歴史研究法によって吟味し、
足かけ5年の歳月を費やして明治
24年12月に『中津歴史』を発行しま
した。

「あーかいぶ」の提言
　『中津歴史』の史料収集は困難を極めました。明治維新
後、古くから伝わる記録類が廃棄されたり、散逸してい
たからです。そこで廣池は先人が大切に残してきた記録
を後世に伝えるため、「あーかいぶ」（アーカイブズ）の設
置を提言します。
　アーカイブズとは記録史料を保管する施設のことで、
日本では文

もん

書
じょ

館
かん

や公
こう

文
ぶん

書
しょ

館
かん

といわれています。現在、『中
津歴史』はアーカイブズについて書かれた、わが国で最
初の文献として知られています。

歴史研究の目的
　本書において歴史研究の根本的な課題は、多角的、実
証的な研究によって「複雑極まりない人類の行跡に一定
不動の法則があることを示す」こと、と記されています。

『中津歴史』は近代日本における地方史研究の先駆的業績
といわれ、現在でも高い評価を得ています。
　廣池は本書の執筆を機に、歴史研究を通して新生日本
に貢献しようという大きな志を立て、26歳の夏、歴史の
中心地である京都へ旅立つのです。

しんしゅうかん

ぎょうせき

『史学普及雑誌』の発行
　明治25年8月、廣池は妻の春子とともに京都へ移り住
み、月刊の歴史雑誌『史学普及雑誌』を発行します。
　本誌の目的は、学生や教師を中心とした一般人の歴史
教育と専門家に研究資料を提供することにありました。
内容は史論、客説、史談、その他詠

えい

史
し

、雑報などからな

っており、史論、史談は廣池が執筆しました。本誌には
重
しげ

野
の

安
やす

繹
つぐ

や黒
くろ

川
かわ

真
ま

頼
より

、細川潤次
じ

郎
ろう

、久
く

米
め

幹
もと

文
ぶみ

、三
み

上
かみ

参
さん

次
じ

、
井
いの

上
うえ

頼
よりくに

など名だたる歴史学者や国学者が論説を寄せて
います。

多彩な活動
　廣池は『史学普及雑誌』を発行するかたわら、『皇室野
史』などの歴史書を出版しました。また平安遷

せん

都
と

1100年
を記念して企画された『平

へい

安
あん

通
つう

志
し

』の編纂に参加しまし
た。さらに醍

だい

醐
ご

寺
じ

三宝院の寺誌編纂や比叡山延暦寺の古
文書の整理などにもたずさわりま
した。

ほそかわじゅん

富岡鉄斎（1836～1924）
儒学者・文人画家。廣池は京都で富岡鉄斎と
知
ち

遇
ぐう

を得て、蔵書を閲
えつ

覧
らん

させてもらったり、
『史学普及雑誌』 に挿

さし

絵
え

を描いてもらうなどの
好意を受けた。

とみおかてっさい

郷土の歴史を記す

歴史家として立つ

『中津歴史』
明治24年（1891）、25歳

『史学普及雑誌』
明治25～28年（1892～1895）、全27号

『皇室野史』
明治26年（1893）、27歳
これまで観念的に捉えられてきた皇室の歴史を
実証的に研究することによって、皇室と武家や
国民との関係性を明らかにしようという意欲作
である。

中津城
（写真提供　奥平家歴史資料館）
中津における近世史の舞台となっ
た中津城。廣池は、青年期に中津
城の別称である「扇城」という号
を使用している。

せんじょう
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雑誌で生計を立てる
　廣池が『史学普及雑誌』の執筆や編集を行う一方、春
子も原稿の清書や発送などを夜遅くまで懸命に手伝いま
した。しかし日清戦争を機に国民の歴史に対する関心は
しだいに薄れ、『史学普及雑誌』は売れ行きが悪くなり、
同時に家計も苦しくなっていきました。

住吉神社での誓い
　明治27年7月、廣池は雑誌の販

はん

路
ろ

拡大のために大阪まで足を延
ばします。真夏の暑いさなか、
雑誌を抱えて書店を訪ね歩きま
した。途中、住吉神社（現在の住
吉大社）のそばを通りかかると、
近くの料亭から賑

にぎ

やかな笑い声
や三

しゃ

味
み

線
せん

の音が聞こえてきまし
た。そのような中で、廣池は心
を鎮

しず

めて住吉神社に参拝し、次
の誓いを立てます。
一、国のため、天

てん

子
し

のためには生命を失うも厭
いと

わず

二、親孝心

三、噓を言わず、正直を旨
むね

とす

四、人を愛す

五、住吉神社のご恩を忘れず参拝

京都での苦学
　廣池は後年、京都での苦学の様子を次のように語って
います。「風呂へも入らなかった。時々水をあびてすませ
てきた。ナマ魚は、一年に一回も食べたことはない。ヒ
モノも食べたことはない。飯と汁だけでやってきた。し
かし、それにも屈せず勉強し、歴史や法律を独学をもっ
て研究し、また英語もドイツ語も習ってきた」。このよう
な猛烈な学究生活によって、廣池の学者としての実力は
着実に高まっていきました。

新たなる道へ
　歴史研究に邁進する廣池でしたが、明治26年夏に読ん
だ法学者穂

ほ

積
づみ

陳
のぶ

重
しげ

の論文に触発され、東洋法制史の研究
を始めます。また中津時代から交流を続けてきた国学者
井上頼 からの誘いで、『古

こ

事
じ

類
るい

苑
えん

』（百科史料事典）の編
纂に従事することになり、明治28年、29歳の時に上京し
ます。

歴史家として立つ
歴史家として立つ

現在の住吉大社
大阪市住吉区にある旧官

かん

幣
ぺい

大社で、戦前までは住吉神
社と称していた。ここで廣
池は5か条の誓いを立てた。

家族写真（明治26年）
春子に抱かれているのは長男の千

ち

英
ぶさ

。

妙雲院
廣池夫妻は、家賃を浮かせるため
に頂妙寺妙雲院（左京区仁王門）の
一室に移り住んだ。

みょううん いん

ちょうみょう じ

井上頼 （1839～1914）
国学者、文学博士。国学院、学習院の教授を
歴任。『古事類苑』の編修顧問を務めた。京都
の妙雲院を訪ね、廣池の才能を見出し『古事
類苑』の編纂に誘った。

いのうえよりくに

京都での生活

平安神宮
明治28年、平安遷都1100年を記念
して造営された。当時は京都の歴
史や文化が再び見直された時期で、
廣池も『平安通志』編纂や『歴史
美術名勝古跡京都案内記』『京名所
写真図絵』（ともに明治28年）など
を通し、歴史家として貢献した。

『平安通志』
明治28年（1895）、29歳
平安遷都1100年を記念し
て、京都市参事会によって
編纂された京都の通史。

『古事類苑』
編纂助修の委嘱状
明治28年（1895）8月、
29歳
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H i r o i k e ,  C h i k u r o

『古事類苑』の編纂と東洋法制史研究

法制史と文法の研究
　廣池は『古事類苑』編纂に従事するかたわら、穂

ほ

積
づみ

陳
のぶ

重
しげ

に指導を受けながら東洋法制史の研究に専念していま
した。またその基礎研究として漢
文法の研究も行っていました。

　明治35年9月、早稲田大学に招かれて東洋法制史と漢
文法の講義を持つことになります。「東洋法制史」という
言葉は、廣池が日本で初めて学術
語として使用したものであり、早
稲田大学での講座も最初のもので
した。

編纂の様子
　『古

こ

事
じ

類
るい

苑
えん

』は明治政府によって編纂された、全部で
1,000巻、和装本で355冊、洋装本では51冊になるわが国
最大の百科史料事典です。
　廣池は上京するとすぐに帝国図書館、東京帝国大学図
書館、宮内省図

ず

書寮などに通いつめ、古今内外の書籍を
読みあさりました。少ない日でも数十冊、多い日には数
百冊の書物を調べ、関係資料を写し取り、1日数十枚の原
稿を作成しました。
　廣池は国学者である佐

さ

藤
とう

誠実編修長のもと、明治28年
から約13年間にわたり編纂に従事しました。『古事類苑』
の編纂には数十人の学者がたずさわりましたが、全1,000
巻のうち、廣池が1人で担当したものが232巻、1巻の一

部分の項目を編纂したものが16巻あり、実に全巻の4分
の1以上を廣池が編纂しています。

「図書館博士」
　廣池の読書ぶりは有名で、上
野の図書館（帝国図書館）の本を
ほとんど読んだ人として新聞で
紹介され、「図書館博士」と言わ
れたこともありました。
　廣池は後に「私の奮

ふん

闘
とう

時代に
おける状況は、どんなに寒さが
厳しい日でも猛暑の日でも朝は
5時から夜中の1時まで勉学に励
み、疲労も病気も押して押して
押し通し、1時間も休むことはな
かった」と回顧しています。

しょりょう

じょうじつ

佐
さ

藤誠実（1839～1908）
国学者、文学博士。東京帝
国大学講師、東京音楽学
校講師などを歴任し、『古
事類苑』編修長を務めた。

とうじょうじつ

『古事類苑』
明治29年～大正3年（1896～1914）
日本の古代から慶応3年に及ぶあらゆる書
籍、図画、諸家の日記や古文書などから、
主要なものをすべて原文のまま写し取り、
これを分類整理して、帝王部、政治部、法
律部、文学部など30部門を立て、さらに細
目に分けて、それぞれの事項の由来、使用
例などを明らかにした。本書は現在も、日
本の歴史や文化を研究する際の基礎的文献
として利用されている。

編纂終了記念（明治40年11月9日）
前列左から2人目が佐藤誠実。後列右から2人目が廣池。編纂
の終了にあたって、佐藤は廣池の長年にわたる貢献に感謝し、
秘蔵の貴重本『故

こ

唐
とう

律
りつ

疏
そ

議
ぎ

』を贈った。

旧帝国図書館
通称「上野図書館」。廣池は、
この図書館の蔵書をほとん
ど読破したと新聞で紹介さ
れた。現在は国立国会図書
館国際子ども図書館となっ
ている。

『東洋法制史序論』 
明治38年（1905）、39歳
本書は学術誌だけでなく、新聞にも書評や紹介
文が掲載され、廣池の名は一躍世間の注目を浴
びるに至った。

穂
ほ

積陳重（1855～1926）
わが国で最初の法学博士の一人。東京帝国大
学法学部教授、貴族院議員、帝国学士院院長
などを歴任。廣池は穂積の学識と人格に大き
な影響を受けた。

づみのぶしげ

『古事類苑』の編纂

多彩な研究活動
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H i r o i k e ,  C h i k u r o

『古事類苑』の編纂と東洋法制史研究 その他の研究
　『古事類苑』の編纂にたずさわる一方で、廣池は多彩な
研究活動を行います。東洋法制史における基礎研究とし
ての『倭

わ

漢
かん

比
ひ

較
かく

律
りつ

疏
そ

』『大
だい

唐
とう

六
りく

典
てん

』や『日本文法てにをは
の研究』などの文法研究、『国史大系』『群書類従』の校訂
などを行っています。また井上頼 に勧められ、皇室の
万世一系の原因についての研究も始めています。

ぐんしょるいじゅう

両親の東京見物
　明治35年7月、廣池は郷里から両親を招き、20日間に
わたって、皇居、泉

せん

岳
がく

寺
じ

、上野公園、浅草などの東京の
名所を存分に見てもらいました。母りえは、3年後に65歳
で亡くなりますが、廣池は東京見物をしてもらったこと
で、母に対する孝養に悔

く

いが残らなかったと後に語って
います。

社会奉仕活動
　廣池は常に慈善活動を心がけていました。明治30年、
慈善団体忠愛会の設立に尽力しました。また社会福祉事
業を行っている養

よう

育
いく

院
いん

や福
ふく

田
でん

会
かい

への寄付もたびたび行っ
ています。
　明治31年4月に本

ほん

郷
ごう

で大火災があった際には、春子とと

もに朝から何度もご飯を炊
た

いて、おにぎりをつくり被災
者に配りました。この援助活動は新聞にも取り上げられ、
東京府知事から褒

ほう

詞
し

を受けています。

ちゅうあいかい

『古事類苑』の編纂と東洋法制史研究

本郷火災救援の褒詞状
（明治32年4月）、33歳
本郷区長より東京府知事からの褒詞が伝え
られた。

東京での生活

被災者におにぎり
を配る廣池夫妻

（写真右奥）
廣池千九郎記念館の
造形展示より。

両親を東京に招いた際の
記念写真

（明治35年7月14日）

『支
し

那
な

文
ぶん

典
てん

』 
明治38年（1905）、39歳
中国語の古典文法を体系づけたもの。
昭和2年まで第6版を重ね、中国本土でも
広く読まれたという。

『倭
わ

漢
かん

比
ひ

較
かく

律
りつ

疏
そ

』
昭和55年発行（稿本は明治39年）
本書では、中国の『唐

とう

律
りつ

疏
そ

議
ぎ

』と日本の大宝令とが、
近代的な学問方法によって厳密に比較されている。

『日本文法てにをはの研究』 
明治39年（1906）、40歳
本書の目的は、日本語の ｢テニヲハ｣ という品
詞を廃止して、代わりに他の品詞を設定し、日
本文法の形とインド・ヨ－ロッパ語文法の形と
を一致させ、日本語の習得に便宜を与えること
にあった。

『大
だい

唐
とう

六
りく

典
てん

』
明治40年頃（1907頃）、41歳頃
中国やわが国の政治制度史研究の基本文献であ
る『大唐六典』全巻にわたって句読訓点を施し、
また所々に注記や文字の書き入れをして読解で
きるようにしたもの。



8

神宮皇学館教授に就任
　明治40年6月41歳の時、廣池は伊勢の神宮皇学館（現在
の皇学館大学）に招かれ、教授に就任します。廣池はここ
で大正2年に退官するまでの5年8か月間に、古代法制、
東洋家族制度、帝国憲法、東洋地誌、国史、歴史研究法、
神道史などを教えました。

学術調査旅行
　明治41年には、学術調査のために清国（中国）旅行に赴
きます。法制史や漢文の教授法などについての調査が主
な目的でした。当時、従弟の阿

あ

部
べ

守
もり

太
た

郎（後の外務省政
務局長）が一等書記官として北京の公使館に駐在してお
り、訪問先との調整をしてくれました。廣池は各地で歓
迎を受け、視察の合間に講演も行っています。

労働問題の解決に向けて
　明治40年代、廣池は当時社会的な課題であった労働問
題に強い関心を持っていました。後年、次のように述べ
ています。
　「私は明治43年から労働問題の道徳的解決を思い立ち、
公職のかたわら日本各地の工場に入り込み、親しくその
男女従業員の状態を視察しました。すると、労働者たち
の知識や道徳心は予想以上に低く、資本家はこれをよい
こととして、彼らに対する待遇はことごとく政策的とな
り、労働者たちの惨状は実に痛ましく、彼らの前途を考
えると憐

れん

憫
びん

の情を禁ずることができませんでした」
　廣池はこのような思いから、富士瓦

が

斯
す

紡
ぼう

績
せき

や東洋紡績、
三越呉服店などに出向いて講演や指導を行い、労資の道
徳的な協調に尽力しました。

じんぐうこうがっかん

しんこく

ろう

阿
あ

部
べ

守
もり

太
た

郎（1872～1913）
大蔵省から外務省に転じ、参事官などを経て
一等書記官となり清国に駐在する。明治45年
に政務局長となるが、対中国強硬論者に暗殺
される。廣池と阿部は母親が姉妹という従弟
同士だが、若いころから無二の親友として助
け合ってきた。

ろう

『伊勢神宮』
明治41年（1908）、42歳
本書は伊勢神宮と皇室の関係を論じ、日
本の国体の特質を明らかにするとともに、
国民道徳の淵源を探求したものである。

神宮皇学館時代の集合写真
最前列右から2人目が廣池。

清国調査旅行の行程
廣池は明治41年3月16日から4月23日までの約40日間、
東洋法制史研究のため韓国および清国を旅行した。

廣池は富士瓦斯紡績小山工場（静岡県）を
幾度も訪ね、社員の道徳教育を行った。
写真は、当時同社の教育施設であった旧
豊
ほう

門
もん

青年学校（現在は小山町が管理）。

新天地での活躍と新たなる課題

調査旅行の際のパスポート 清国政府が発行した
入国証書
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学位の取得
　明治43年11月、廣池はこれまでの東洋法制史研究の集
大成として、学位論文（「支那古代親族法の研究」等）を東
京帝国大学に提出しました。この論文の審査は大正元年
11月の教授会において行われ、前代未聞の満場一致で通
過します。
　12月10日、文部大臣牧

まき

野
の

伸
のぶ

顕
あき

によって、廣池に法学博
士の学位が授与されました。中等教育程度の学歴しかな
い廣池が難関の法学博士の学位を取得したことは、新聞
や雑誌にも大きく取り上げられました。

大正元年の大
たい

患
かん

　廣池は大正元年の秋ごろから体調を崩
くず

し、これまでに
ないような大病を患

わずら

います。12月前後には生死の境をさ
まようまでに悪化し、日本赤十字病院三重支部に入院し
ますが、一向によくなる気配はなく医者も匙

さじ

を投げてし
まいます。
　そんな時、念願の学位授与の知らせが届いたのです。
しかし廣池はこの大病を機に、これまでの猛烈な研究生
活や日々の心使いを反省し、「われ幸いにして病を得たり」
という心境に達します。そして生き方を根本的に改めよ
うと次のように決意します。
　「今回のような大病を患っては、とうてい命があるはず
はないのですが、もしも神様が私に一年の生命を貸して

くださるならば、私は人心救済に関する世界諸聖人の真
の教訓に基づく前人未到の真理を書き遺しておきましょ
う。もし、またさらにこれより長い生命をお貸しくださ
るならば、（中略）全人類の安心、幸福及び人類社会永遠
の平和の実現に努力させていただく所存です」
　この後、廣池の精神力が病に勝ったのか、体は徐々に
回復の兆しをみせ始めたのでした。

新たな道を歩む
　廣池はこれまでの研究や
自らの様々な体験を通して、

「慈悲寛大自己反省」という
道徳的精神が、日本の精神
文化の淵

えん

源
げん

にあり、普遍的
に見ても人類の幸福の基盤
になることを確信しました。
そして人々の悩みや苦しみ
を根本的に救う道を道徳に
求めて、研究と教育活動を
行っていくことになります。

学位受領記念写真
（大正2年4月、47歳）

『婦人世界』（大正2年2月号）。
廣池は長年の春子の献身に感謝し、「私
が博士になったのは妻のお蔭」という
記事を雑誌に掲載した。

49歳のときの廣池
（大正4年12月）

『伊勢神宮と我国体』
大正4年（1915）、49歳
この中で廣池はこれまでの研究成果や自らの体
験をもとに、天照大神が天岩戸

と

籠
ごも

り神話の中で
示した「慈悲寛大自己反省」の精神が歴代天皇
に受け継がれ、日本の精神文化の淵源となった
ことを明らかにした。

あまてらすおおみかみ あまのいわ

『東洋法制史本論』
大正4年（1915）、49歳
明治43年の学位論文を
まとめたもの。

『古事類苑』の編纂と東洋法制史研究

学位の取得と精神的転換

学位記
大正元年（1912）12月、
46歳
この当時の学位は
国から授与された。

『日本憲法淵源論』
大正5年（1916）、50歳
大日本帝国憲法の根底
にある精神性の淵源を
明らかにし、それに基
づいた国家・社会のあ
り方を示そうとした。

廣池の揮毫「慈悲寛大自己反省」
大正6年（1917）9月、51歳
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新科学モラロジーの樹立と教育活動の展開

執筆の経緯
　廣池は人類の幸福、世界平和の実現のためには、諸聖
人が実行した質の高い道徳を現代に再興する必要性を感

じ、その端緒として道徳の
科学的研究に取り組みます。
　これまでの研究を集大成
し、さらに自らが日々道徳
を実践して、その結果を研
究にフィードバックし、全身
全霊をかけて執筆に打ち込
みました。そして大正15年
8月、『道徳科学の論文』の
原稿が完成しました。

モラロジーとは
　廣池は自らの研究成果を従来の道徳科学（モラルサイ
エンス）と混同されるのを避けるため、moral（道徳）と
-logy（〜学、〜科学）を合成して学術語を造り、「モラロ
ジー」（moralogy）と名づけました。
　モラロジーは「普通道徳及び最高道徳の原理・実質及
び内容を比較研究し、あわせてその実行の効果を科学的
に証明しようとする新科学」と定義されています。

普通道徳と最高道徳
　廣池は、礼儀作法、慣習、同情、親切など、これまで
社会一般で道徳と考えられてきたものを「普通道徳」と
呼び、釈迦、孔子、ソクラテス、キリストなどの世界の
諸聖人が実行した道徳を「最高道徳」と名付けました。
　そして人類の安心や幸福、社会の改善、世界の恒久的
平和は、われわれ自身が「最高道徳」を実行することに
よって実現すると説いています。

『道徳科学の論文』の評価
　本書には新

に

渡
と

戸
べ

稲
いな

造
ぞう

、阪
さか

谷
たに

芳
よし

郎
ろう

、白
しら

鳥
とり

庫
くら

吉
きち

の3人が序文
を寄せています。それぞれ「一大頭脳（マスターマインド）
の産物」（新渡戸）、「日本人としての誇りというだけでな
く、現代人類の誇りである」（阪谷）、「人類の実生活に関
する重要な幾多の根本原理を発見し、これを秩序立てて
一つの学問体系にした」（白鳥）と
述べ、本書を高く評価しています。

大正14年頃の廣池（59歳）

琴
きん

景
けい

舎
しゃ

の離れ
廣池は、静岡県の畑

はた

毛
け

温泉琴景
舎 （高橋旅館）の離れを借りて、論
文の執筆にあたった。現在、廣
池千九郎畑毛記念館内に離れの
部屋が保存されている。

臥
が

床中の廣池
病と向き合いながら、日々心使
いの反省を重ね、1字1句に精魂
を込めて論文を執筆した。

しょう

壁には論文の各章の札が貼
は

られ、
その下に関連する書籍や資料が
分類して置かれている。

『道徳科学の論文』初版
昭和3年（1928）、62歳
正式名称を『新科学として
のモラロジーを確立するた
めの最初の試みとしての道
徳科学の論文』という。理論
編としての第1巻と、格言
で表された実践編としての
第2巻からなる、約3,400ペ
ージの大著である。

新渡戸稲造（1862～1933）
農学者、教育家。学校教育にたずさわった後、
国際連盟事務局次長を務める。著書『武士道』
は世界的ベストセラーとなった。

に　と　べ いなぞう

白鳥庫吉（1865～1942）
東洋史学者。学習院教授、東京帝国大学教授
を歴任し、東宮時代の昭和天皇の教育にたず
さわる。廣池とは研究分野が近く、30年来の
友人でもあった。

しらとりくらきち

阪谷芳郎（1863～1941）
大蔵官僚、政治家、子爵。大蔵大臣、東京市長、
貴族院議員などを歴任。数多くの会社、学校、
団体や事業に関与し、「百会長」と評された。

さかたによしろう

『道徳科学の論文』の執筆
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社会教育のスタート
　昭和2年、廣池は東京に「義務先行報恩協会」を設立し、
モラロジーに基づく社会
教育の拠点づくりを始め
ました。また昭和7年3月
の大阪地方での講習会を
皮切りに、全国各地で講
習会が開かれるようにな
ります。

大毎講演会　～東方の光～
　昭和6年9月には大阪毎日新聞社（大

だい

毎
まい

）で講演会を開
催し、大阪経済界の有力者、
実業家をはじめ、600名を超
える人々が集まりました。
この時、同社顧

こ

問
もん

の新渡戸
稲造が「廣池先生の研究の
世界的意義」と題して紹介
講演を行い、廣池を西洋の
思想界が待ちこがれている

“東方の光”であると評して
います。

「三方よし」の理念
　現在、近江商人の経営理念として知られる「三方よし」
という言葉は、もともと廣池が昭和初期に使用し始めた
のが最初で、その後に近江商人の理念を表す言葉として
広まったことが近年の研究で明らかになりました。廣池
は「三方をよくするのが道徳」などと述べ、自己利益追
求のみの精神を戒めています。

世界大戦を予見した廣池
　廣池は当時世界を覆っていた偏狭なナショナリズムが、
やがて国際的な戦争を引き起こし、悲惨な結果を生じさ

せることを『道徳科学の論文』（昭和3年）の中で指摘して
います。
　「第一に、常に国際間において相互に感情もしくは利害
の衝突をなし、ついに悲惨なる国際戦争を惹起

き

するごと
きことが出来るのであります。かくては平素すべての人
間が衛生を重んじ、倹約をなし、子供を大切に育ててお
っても、最後の幸福を得ようとしておる予期に反して、
その財産は大砲もしくは小銃の丸

たま

となって煙と消え、美
麗なる都会は飛行機の投弾によって一夜の間に焦土

ど

とな
り、せっかく育て上げたとこ
ろの子供はみな戦場の露とな
りおわるのであります」（新版

『道徳科学の論文』⑦　298頁）

平和への提言
　昭和6年9月には満州事変、同7年1月には上海事変、翌
8年3月には国際連盟脱退など、日本は国際社会からの孤
立を深めつつありました。そのような状況を憂い、廣池
は国家の要人たちに対し積極的に平和への提言を行いま
した。提言は、斎藤實首相や鈴

すず

木
き

貫
かん

太
た

郎
ろう

侍従長などの政
府要人や、荒

あら

木
き

貞
さだ

夫
お

陸相、大
おお

迫
さこ

尚
なお

道
みち

大将などの軍人にも
および、当時としては命がけの行動でした。

ひょう

じゃっ

しょう

さいとうまこと

学校教育のスタート
　昭和10年4月、廣池は現在の千葉県柏市に道徳科学専
攻塾を開設し、かねてからの念願であったモラロジーに
基づく学校教育をスタートさせます。専攻塾は定員120名
の本科と定員180名の別科からなり、両科とも当時の高等
教育機関としては珍しい男女共学で全寮制でした。

新科学モラロジーの樹立と教育活動の展開

大阪地方第2回講習会
（昭和7年11月）

『大阪毎日新聞』
（昭和6年9月18日）
廣池の「産業・経済講演会」の案内
記事が掲載された。

鈴
すず

木
き

貫
かん

太
た

郎（1868～1948）
海軍軍人、政治家。海軍軍令部長、侍

じ

従長、
枢
すう

密
みつ

院
いん

議長を歴任した後、内閣総理大臣とな
り、終戦の処理を行った。
昭和7年1月に起こった第一次上海事変の際、
廣池は当時侍従長だった鈴木に3通の書簡を
送り、天皇の詔をもって中国大陸から兵を引
き上げるように提言した。

ろう

じゅうちょう

みことのり

大講堂で行われた開塾式
（昭和10年4月2日）

社会教育活動の展開と平和への提言

道徳科学専攻塾の開設

『新科学モラロジー及び最高道徳の
特質』のレコード（全91枚・182面）

昭和5年6月、廣池が社会教育用の教材
として自ら吹き込んだレコード。
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名士たちの来塾
　廣池は専攻塾に国家の指導者や名士を招きました。塾
生の教養を高めるという目的と要人たちにモラロジーを
理解してもらい、国難を乗り切る指針としてほしいとの
思いからでした。
　開塾の翌月には孔

こう

子
し

とその弟子顔
がん

回
かい

の子孫一行が来塾
しました。そのほか、斎藤實前首相や若

わか

槻
つき

礼
れい

次
じ

郎
ろう

元首相
などの総理大臣経験者が来塾しています。斎藤は早くか
ら道徳科学の理解者で、朝鮮総督時代には、廣池の講演
会や講習会に力を貸しました。

さいとうまこと

本科と別科
　本科は中等教育修了者を対象とし、語学教育とモラロ
ジーを基本にした授業を行いました。別科は修業約3か
月半で、社会人を対象に毎年2回、春と秋に開講しました。
モラロジーの理論の学習と実践力を養成することを目的
とし、入塾者は経営者から主婦まであり多様でした。
　現在、本科は学校法人廣池学園が運営する、麗

れい

澤
たく

大学、
麗澤中学・高等学校、麗澤
瑞
みず

浪
なみ

中学・高等学校、麗澤
幼稚園へと発展し、別科は
公益財団法人モラロジー道
徳教育財団が主催する生涯
学習講座へと受け継がれて
います。

教育理念
　専攻塾は、知識と品性（道徳性）を兼ねそなえた人物を
つくる「知徳一体」の教育を理念としました。そのため
教師は講義を行うだけでなく、キャンパス内に居住し、
全人格をもって塾生を育てる感化教育を重視しました。
　また寮生活は各自が利己主義を捨てて他人を思いやり、
共同生活を営むこと
によって人格の形成
を実現する重要な教
育の場と位置付けら
れていました。

孔子の子孫一行（昭和10年5月3日）

大講堂で塾生の挨拶を聴く斎藤實
（昭和10年11月10日）

若
わか

槻
つき

礼
れい

次
じ

郎
ろう

（1866～1949）
貴族院議員、大蔵大臣、内
務大臣を歴任し、内閣総
理大臣を2度務めた。

大講堂で挨拶する若槻礼次郎
（昭和11年7月6日）

開塾当時の食堂
塾生だけでなく、教師やその家族
も利用した。

図書館で学ぶ塾生たち
「以経説経」（聖人の教えを学ぶには、
注釈書や解説書に頼らず、直接に原
典に当たることが大切であることを
示す）の扁

へん

額
がく

が掲げられている。

けいをもってけいをとく
麗澤大学図書館

「以経説経」の扁額が現在に受け継
がれている。

寮での塾生たち
寮はお互いの品性を高め合う教育の場であ
った。

麗澤大学グローバルドミトリー
専攻塾時代の伝統を受け継ぎつつ、「国際的な学びの場」となった現在の
大学寮。

要人の来塾

斎藤實（1858～1936）
海軍軍人。海軍大臣や朝
鮮総督などを歴任し、第
30代内閣総理大臣を務め
た。

さいとうまこと
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谷川講堂の開設
　廣池は昭和12年1月、現在の群馬県利根郡みなかみ町
の谷川温泉に、療養施設と社会教育施設を併設した谷川
講堂を開設しました。「人間には精神、経済、肉体をむし
ばむ3つの病がある。そのうち精神と経済の病の予防薬
としてモラロジーをつくった。残る肉体の病を防ぐのが
この谷川温泉である」と開設の理由を述べています。

富岳荘の建設
　昭和13年2月、畑毛温泉に別荘を建て、富

ふ

岳
がく

荘
そう

と名づ
けました。また『道徳科学の論文』を執筆した部屋を琴

きん

景舎（高橋旅館）から譲り受け、富岳荘の敷地内に移転。
全身全霊をかけて論文を執筆した部屋を遺し、「最高道徳
の真の姿を見て還

かえ

ってほしい」との思いからでした。

死去
　昭和13年4月15日、賀陽宮
恒憲王への最後のご進講を
終えた廣池は、衰弱しきっ
た身体を癒

いや

すため、谷川温
泉に移ります。そこで辞世
を認

したた

め、モラロジーを学ぶ
人たちへの遺言としました。
　その後、大穴温泉に移り
療養を重ねますが、体調は
回復せず、昭和13年6月4日、
廣池は72歳でその生涯を終
えました。

辞世

けいしゃ

賀陽宮恒憲王の来塾
　昭和12年には2度にわたり、皇族の賀

か

陽
やの

宮
みや

恒
つね

憲
のり

王
おう

が来
塾されました。恒憲王が廣池の門人の話を聞いてモラロ
ジーに関心を持たれ、来塾が実現しました。皇室の恩に
報いることが、道徳実践の中心であるとの信念を持って

いた廣池は、精魂を傾けてお迎えします。また廣池は、
恒憲王に10回にわたるご進講を行いました。恒憲王は後
に「最初は、むずかしかった。しかし、だんだんモラロジ
ーこそ国を救う学問だという確信を深めました。ですか
ら、その後10回にわたって博士の講義を承ったのです。
特に慈悲寛大自己反省のお話には深い感銘を受けました」
と回顧されています。

とこしべに　我たましひは　茲
ここ

に生きて
御
み

教
おしえ

守る人々の　生れ更
かわ

るを祈り申さむ
	 モラロジーの父

賀
か

陽
やの

宮
みや

恒
つね

憲
のり

王
おう

ご一行（昭和12年4月18日）
前列左から1人目が廣池、3人目が恒憲王。
ご家族を伴って来塾された。

（左）貴賓館増築を視察する廣池
貴賓館は国の指導者層の来塾に備えて建築された。ここで斎藤實、若槻
礼次郎などの首相経験者や皇族の賀陽宮恒憲王を接待した。

（右）現在の貴賓館内部

臨終の部屋（大穴温泉）
現在、廣池千九郎谷川・大穴
記念館として保存されている。

現在の富岳荘
執筆の部屋と共に廣池千九郎
畑毛記念館として保存されて
いる。

新科学モラロジーの樹立と教育活動の展開

晩年の廣池千九郎

晩年の廣池千九郎（昭和10年1月）

開設当時の谷川講堂
現在は、廣池千九郎谷川・大穴
記念館としてモラロジー教育
の重要な施設となっている。




